
令和５年度「ちばっ子の学び変革」推進事業（「学力・学習状況」検証事業）研究状況報告書 

大多喜町立大多喜小学校 

 

１ 学校紹介 

  本校は、明治７年に設立され、今年度で創立１５０周年を迎える。本多忠勝の居城であった大多喜

城を中心に形成された城下町にある、歴史と伝統のある学校である。 

  学校教育目標「夢や希望をもち、元気に学ぶ児童の育成 ～ふるさと 大多喜 大すき～」の下、

大多喜城を望む校舎で、２２３名の児童が学んでいる。 

 

２ 研究主題 

主体的に考え、表現する児童を育成するための授業改善の在り方 

－「読むこと」における言葉による見方・考え方を働かせた実践を通して－ 

 

３ 研究の概要 

（１）児童の実態と課題 

 ア これまでの研究から 

   本校では、令和３年度から国語科「読むこと」における「考えを形成」するための指導方法を研

究し、考えを引き出したり、もたせたりする指導方法について追究してきた。その結果、考えを広

げ深める指導方法に課題があることが明らかとなった。 

 

 イ 全国学力・学習状況調査の結果から 

   令和４年度及び５年度の全国学力・学習状況調査の結果を分析すると、記述式の設問の正答率が

特に低く、指導事項別に見ると、人物の相互関係や人物像・全体像を読むこと、自分の考えをまと

めることに課題があった。それらを「読むこと」の学習過程に当てはめて分析したところ、「構造と

内容の把握」、「精査・解釈」、「考えの形成」に課題があることが明らかになった。 

 

 ウ 指導の実態から 

   研究推進委員会を中心とする話し合いの中で、国語科では「資質・能力の系統を意識した授業が

できていない」という指摘があった。算数科の場合には、教師が、これまでの既習を想起させる発

問をするなど、資質・能力の系統を意識して指導にあたる姿が見られ、児童も既習を活用しながら、

資質・能力を身に付けている。 

   しかし、国語科の場合には、教師 

  が資質・能力の系統を意識して指導 

  することが十分ではなかったことが 

  明らかになった。児童の視点では、 

  学年が変わっても国語科の学習は教 

  材が変わるだけで自分にどのような 

  力が身に付いたのかよくわからない 

  と感じているのではないかという実 

  態が指摘された。（図１） 図１ 国語の授業の実態 



（２）学力向上のための取組 

 ア 研究仮説 

   資質・能力の系統を捉え①、「言葉による見方・考え方」を働かせて読む②ことで、主体的に考え、

表現することができるだろう。 

 

  （仮説について） 

   ①資質・能力の系統を捉える 

     「資質・能力の系統を捉える」とは、教師が、資質・能力の系統を捉

えて指導にあたること、児童が単元で身に付ける資質・能力を捉えて学

ぶことを表す。学習の系統性を重視することで、資質・能力を螺旋的・

反復的に繰り返して指導し、定着させることをねらいとした。（図２） 

 

   ②「言葉による見方・考え方」を働かせて読む 

     「言葉による見方・考え方を働かせる」とは、教師が見方・考え方を捉えて指導すること、

児童が見方・考え方を働かせて読むことを表す。そうすることで、身に付ける読み方を明確に

し、児童の学びの自覚を促すことをねらいとした。 

 

 イ 授業改善の視点 

 

 

 

 

 

 ウ 「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連 

   「見いだす」場面では、資質・能力を明確にすることで、学習の見通しをもたせる。「自分で取り

組む・広げ深める」場面では、「言葉による見方・考え方」を働かせることで、主体的な読みを目指

す。「まとめあげる」場面では、「言葉による見方・考え方」を基にした振り返りを行うことで、働

かせた「見方・考え方」を自覚させ、次の学習に活かせるようにする。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

①資質・能力の明確化 

②「言葉による見方・考え方」の把握 

③「言葉による見方・考え方」を基にした振り返り 

図２ 気持ちを読む学習の系統性 

図３ 「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連 



 エ 具体的な手立て 

  ① 学習系統表の作成 

    単元で身に付ける資質・能力や働かせたい見方・考え方を系統表にまとめ、指導に活用してい

る（図４）。この系統表を活用することで、教師は指導の視点を明確にし、児童は読みの視点や身

に付けた既習の読み方を自覚した上で、学びに向かうことをねらいとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 学習計画表の活用 

    学習の見通しをもたせるため、単元のはじめに児童と立てた学習計画を大型提示装置に示した

（図５）。学習計画に身に付けたい資質・能力と既習の読み方を示し、この単元で働かせる「言葉

による見方・考え方」を書き加えることで、新たな学びの習得を自覚させることをねらいとした。 

   

図４ 国語科「読むこと」の学習系統表 

図５ 大型提示装置に示した学習計画表の例 



  ③ わかぎっ子「読み方」ＪＵＭＰ 

 本校で取り組む学習指導方法を「わかぎっ子『読み方』 

ＪＵＭＰ」としてまとめた（図６）。国語科の授業を担当する

教師が、これを基に指導を展開することで、全校で統一され

た指導がなされ、どの学級においても、また、児童が次の学

年に進んでも、資質・能力を身に付けやすくすることをねら

いとしている。 

 「わかぎっ子『読み方』ＪＵＭＰ」には、本研究における

授業改善の視点を、授業の約束として示している。また、授

業改善の視点である、言葉による見方・考え方を働かせるた

めの板書例を示している。さらに、「読むこと」の指導事項と

学習過程を、「学習の流れ」としてまとめ、低・中・高学年ご

とに身に付ける資質・能力とその指導過程を明確にしている。 

 

 

 

（３）加配教員（学習サポーターを含む）の活用 

  本校では、第３学年以上の学級に配置し、国語科の学習において個別指導を充実させてきた。本研

究の中心は「読むこと」の領域であるが、それにとどまらず、国語科全体の指導の充実を図ってきた。 

 

 

４ 成果 

  児童のノートには、自分がどのような見方・考え方を働かせ、その結

果何ができるようになったのかについて振り返る記述が多く見られる

ようになってきた（図７）。このことから児童が、資質・能力を意識して

学びに向かっている様子がうかがえる。 

  系統表や「わかぎっ子『読み方』ＪＵＭＰ」を活用することで、資質・ 

 能力を意識した授業改善がなされている。また、職員室では、国語科の 

 授業づくりについての話題が増え、授業改善の意識が高まっている様子 

 が見られる。 

 

 

５ 今後の課題 

  資質・能力を系統的に身に付けさせるために、今後も継続して取り組んでいくことが求められる。

また、児童のノートには、資質・能力に沿った振り返りが書かれているものの、それが身に付いてい

るかは定かではないため、資質・能力が定着しているのかどうかを見取っていく必要がある。児童の

振り返りについては、書くことが目的になっているため、今後は、書いた振り返りを次の学習に繋げ

られるようにするための手立てを検討する必要がある。それにより、資質・能力の系統性を生かした

学びの充実を図っていきたい。 

図６ 【わかぎっ子「読み方」JUMP】 

図７ 児童の振り返り（左：第３学年 右：第５学年） 


